
ボーリング柱状図

調 査 名 舞鶴中ブロック小中連携校(仮称)新設工事地質調査業務委託

事業・工事名

ボーリング 名 N o . 1 1 調査位置 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 2 丁 目 6 番 6 号 北 緯 3 3 ﾟ  3 5 '  3 5 "

東 経 1 3 0 ﾟ  2 3 '  2 8 "発 注 機 関 福岡市財政局アセットマネジメント推進部施設建設課 調査期間 平成 2 2年 10月 2 5日  ～ 22年 10月 28日

調 査 業 者 名
株 式会 社 和 晃 地 質 コ ン サ ル タ ン ト

電話 ( 0 9 2 - 8 6 1 - 6 4 2 1 )
主任技師 持 田 拓 児
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0～0.35m礫粘土混じり砂
0.35～0.7mは礫混じり砂
0.7m以深は粘土混じり砂の埋土

埋
土
茶
灰

含水多く非常に軟らかい
上部には、細粒の砂を多く混入する

砂質シ
ルト 暗灰

シルト分を多く含む細粒～中粒の砂
貝殻片を多く混入する

シルト
混り砂 暗灰

含水多く非常に軟らかい
細砂、貝殻片を多量に混入する
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細砂～微細砂主体である
貝殻片を所々混入する

細
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暗
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含水多く非常に軟らかい
貝殻を多く混入する

砂質シ
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石英質の洗われた砂で、ザクザク状を呈
する
所々、貝殻片、小礫を混入する

粗

中
砂

暗

灰～
淡

灰

径5～40mm位の硬質な亜角礫、亜円礫を混
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石英質の洗われた砂で、ザクザク状を呈
する
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含水中位でやや硬い
14.8～16.9mは、粗砂～中砂の薄層を挟在
する
16.9～17.7mは、砂分少なく粘土状である
腐植物を混入する
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粘土分を混入し、、マトリックスは石英質
のザクザク状の砂である
所々、細砂を混入し、粘土混じり砂状を呈
する
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粘土分を多く混入し、マトリックスは石
英質のザクザク状の砂である
所々細粒の砂を混入し、粘土混じり砂状
を呈する
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風化頁
岩

青灰
～灰
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ある
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・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。
・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




